
きぶどうジュース（ストレート果汁100％） 

熟
成
さ
せ
た
ぶ
ど
う
果
汁
の 

 
 

濃
厚
な
味
わ
い
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い 

〈
古
今
東
北
の
産
地
か
ら
〉 

 

イ
チ
ゴ
・リ
ン
ゴ
の
産
地
と

し
て
知
ら
れ
る
宮
城
県
亘

理
郡
山
元
町
に
は
、
も
う

一
つ
の
果
物
の
名
産
ヤ
マ
ブ

ド
ウ
が
あ
り
ま
す
。 

ヤ
マ
ブ
ド
ウ
の
果
汁
を
搾
っ

た
ぶ
ど
う
液
を
出
荷
ま
で

１
年
以
上
寝
か
せ
る
事
で

生
ま
れ
る
深
み
と
ま
ろ
や

か
さ
が
特
徴
の
き
ぶ
ど
う

ジ
ュ
ー
ス
で
す
。
独
自
の
製

法
と
技
術
で
特
別
な
施
設

の
熟
成
庫
の
中
で
１
年
以

上
熟
成
さ
せ
る
事
で
、
葡

萄
本
来
の
味
わ
い
を
そ
の

ま
ま
生
か
し
て
い
る
た
め

自
然
の
甘
酸
っ
ぱ
い
香
り

と
味
が
お
楽
し
み
頂
け
ま

す
。
冷
や
し
て
ス
ト
レ
ー
ト

で
そ
の
ま
ま
召
し
上
が
り

下
さ
い
。 

 

田所食品株式会社 専務取締役 田所大樹さん           

大正７年に創業した田所商店は創業当時より宮城県で 
ぶどうジュースの製造を続けています。 

古くから健康食品として愛され続けてきた葡萄の魅力を
もっともっと皆様へ伝えて、山葡萄の素晴らしさや美味し
いジュースになるまでなどを伝えていきたいと思います。 

東北産ぶどう使用 



【
古
今
東
北
商
品
の
こ
だ
わ
り
】 

＜東北産ぶどう使用 きぶどうジュース（ストレート果汁１００％）＞ 
【分類】：果物 
【製造者名】：田所食品株式会社 
【製造地】：宮城県亘理郡山元町    
【主な原材料】：ぶどう（東北産） 
【内容量】： ６００ｍｌ  
【保存方法】：直射日光を避け常温で保存 
【賞味期限】：１年６ヶ月（開栓後は１０日以内にお飲みください） 
【ＪＡＮコード】：４５７３３８１１８０６１７ 
【ＩＴＦコード】：１４５７３３８１１８０６１４ 

〈こ
だ
わ
り
の
製
法
〉 

黒
紫
色
に
完
熟
し
た
葡
萄

は
、
工
場
に
運
ば
れ
、
選
果
・

洗
浄
・除
梗
・破
砕
の
工
程

を
経
て
、
加
温
さ
れ
た
モ
ロ

ミ
は
絹
袋
に
入
れ
ら
れ
し
ぼ

り
機
に
よ
っ
て
時
間
を
か
け

て
ゆ
っ
く
り
搾
り
あ
げ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
し
て
で
き
た
葡

萄
汁
を
殺
菌
ビ
ン
詰
め
し
、

温
度
・湿
度
の
一
定
し
た
成

熟
庫
の
中
で
一
年
成
熟
さ

せ
、
自
然
に
か
も
し
出
さ
れ

る
、
う
ま
み
と
コ
ク
の
あ
る

葡
萄
液
の
出
来
上
が
り
を

待
ち
ま
す
。
成
熟
後
上
澄
液

の
み
を
ろ
過
し
、
ビ
ン
詰
め

し
た
も
の
が
き
ぶ
ど
う

ジ
ュ
ー
ス
で
す
。 

＜産地からの想い＞ 

「東北産ぶどう使用きぶどうジュース」は、亘理
郡山元町の田所食品株式会社の工場で生産し
ています。田所食品は東日本大震災で工場が
津波で全壊し、復旧の目途がたたず、生産が
出来ない状況でした。震災後、工場も再稼動で
きる事となり、地域でも昔から知られている「き
ぶどうジュース」を、「おいしいものを届けたい」 
と言う熱心な思いと 

「地元亘理・山元の復興・復活」を願い、お届け
します 

＜おすすめの飲み方＞ 

冷蔵庫で冷やしてストレートで飲んで下さい。
葡萄の本来のうまみが伝わります。 

健康志向のお客様の信頼も厚く催事でも大人
気。一度、飲んで頂ければ手造りストレート果
汁の良さがすぐ判ります！ 

他の果汁と比べ酸味や渋味が強く、飲んだ後
味がスッキリ爽やかで、食前酒や料理等にも
良く合います！ 
 

＜「マルタのきぶどう」をご存じですか？＞ 

宮城県亘理地方は、大正時代の初めにその
搾汁を思い立ち葡萄液を製造したのが日本の
葡萄ジュースの始まりと言われています。その
亘理地方にある田所商店は葡萄液製造を始
め、100年。葡萄の栽培から製造・販売まで一

貫体制で行っています。みちのくに伝わる伝統
的な製法と技術を活かし、葡萄本来の味わい
が生きた葡萄ジュースを生産しています。 
（出典：田所食品株式会社ホームページ） 

＜産地紹介＞ 

亘理郡山元町は宮城県の東南端太平洋沿岸
に位置する町で、西部が山地（森林）、中部が
台地（畑・果樹園）、太平洋に面した東部が低
地（水田）となっています。 

亘理郡ではイチゴ栽培が盛んで東北一のいち
ご生産地として知られています。 

東日本大震災の津波によりいちご農地の９
０％以上が浸水しましたが、国の支援事業で
大規模な日本最大級の「いちご団地」として復
活しました。 

〈
こ
だ
わ
り
の
原
料
〉 

山
葡
萄
は
日
本
列
島
に
の
み

自
生
す
る
日
本
固
有
の
野

生
種
で
、
生
命
力
の
強
い
天

然
植
物
で
す
。
山
葡
萄
は
一

般
の
葡
萄
の
よ
う
に
果
実
が

大
き
く
な
く
、
非
常
に
小
さ

い
た
め
、
そ
れ
を
搾
っ
た
原

液
は
と
て
も
希
少
で
す
。
ま

た
現
代
で
は
山
葡
萄
の
採

取
が
難
し
く
、
そ
の
希
少
性

か
ら
高
級
品
・
贅
沢
品
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

（出典：田所食品ホームページ） 


